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１．研究計画の概要 

 電磁波は、電子の疎密波であるプラズモン
を利用すると原子レベルの材料にも閉じ込
めることができ、ナノ材料の形状、配列構造
を工夫することで、性質を柔軟に変化させる
ことができる。本研究はこの原子スケール・
ナノスケールの電磁気現況の物理を明らか
にし、主に赤外帯域で高い性能を持つセンシ
ング法や、エネルギー・環境材料の可能性を
探る。 

 

２．研究の進捗状況 

原子スケールプラズモンの研究はこれま
での電子線による基本プラズモンモードの
研究を一層発展させることができ、また、サ
イズ、次元性、化学組成を変えた様々な材料
での振る舞いが系統的に明らかになった。ま
た、光を用いたマクロおよび局所分光法によ
る定在波プラズモンの研究を立ち上げ、電子
線研究と併せて他所には無い包括的な研究
を進める基盤が整った。原子ワイヤ、ナノデ
ィスクのアンテナ共鳴などの発見・解明など、
研究は順調に推移している。これらの知見・
経験を基盤に赤外センシングのテーマを進
め、ＤＮＡアプタセンシングによる疾患の原
因酵素の高感度検出などに成功し、応用に向
けて、この方面も順調に推移している。 

 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 

 赤外プラズモンの電子線・光を用いた相補
的研究のスキームは、設備も充実しほぼ確立
している。このアプローチによる成果の認知
度も徐々に高まっており、予定したレベル以
上を達成している。また、ナノアンテナや赤
外センシングのテーマもＤＮＡやたんぱく

質のモノレイヤー、サブモノレイヤー程度の
サンプルの高感度測定はルーチン化されて
おり、望んだ研究レベルが達成されている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 原子スケールプラズモンの研究は、電子
線・光を用いて、今後も一層強化したい。強
みである基本現象解明の研究を発展させな
がら、化学組成、サイズ、次元性を変えた様々
な材料での振る舞いを明らかにし、デバイス
に供しうる材料の探索を進める。センサー応
用は、今後は“感度”よりも、吸着型センサ
ーのキーポイントである“選択性”を高める
工夫を推進し、現実の生体や環境からの検体
をセンシングできるよう、進めてゆきたい。
ほか、今後はエネルギー変換材料、触媒材料
の方向にもフォーカスすることで、今後も中
-近赤外帯域を中心とする光資源応用をター
ゲットとした、材料研究を進めてゆきたい。 
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